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第４５回記念大会ニュース Vol. 01 

 

一般社団法人日本車椅子バスケットボール連盟 

2017年 3月 24日 

 

 

「内閣総理大臣杯争奪第４５回記念日本車椅子バスケットボール選手権大会」 

組み合わせ決定！ 

 

女子選手の参加が、ゲーム展開の鍵を握る！ 

 

一般社団法人日本車椅子バスケットボール連盟（以下、ＪＷＢＦ）は、2017年 5月 3日から東

京体育館（東京都渋谷区）で開催する国内最高峰のクラブチームの大会「内閣総理大臣杯争奪

第４５回記念日本車椅子バスケットボール選手権大会」の抽選会を実施し、組合せを決定いた

しました。 

 

■大会の概要 

大 会 名 内閣総理大臣杯争奪第４５回記念日本車椅子バスケットボール選手権大会 

 

期 日 

 

2017年 5月 3日(水・祝)～5日(金・祝) 

 

会 場 

 

東京体育館（東京都渋谷区千駄ヶ谷 1-17-1） 

参 加 

チ ー ム 

(16） 

 

【北海道ブロック】札幌ノースウィンド 

【東 北 ブロック 】宮城MAX・TEAM EARTH 

【関 東 ブロック 】千葉ホークス・埼玉ライオンズ・パラ神奈川 SC・栃木レイカーズ 

【東 京 ブロック 】NO EXCUSE 

【甲信越ブロック】長野WBC 

【東海北陸ブロック】ワールド BBC・富山県WBC 

【近 畿 ブロック 】LAKE SHIGA BBC 

【中 国 ブロック 】岡山WBC ウィンディア 

【四 国 ブロック 】高知シードラゴンズ 

【九 州 ブロック 】佐世保WBC・福岡 breez 

 

主 催 

 

一般社団法人日本車椅子バスケットボール連盟  

公益財団法人日本障がい者スポーツ協会  

公益財団法人日本バスケットボール協会 

 

主 管 

 

第４５回記念日本車椅子バスケットボール選手権大会運営委員会 

 

後援（予定） 

 

スポーツ庁、東京都 他 
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■対戦表 

 

 

■女子選手の国内大会への参加方法について 

2016年 10月１日以降に開催される大会より、女子選手の登録及び国内大会への参加方法が改訂

されました。東京 2020パラリンピックに向けた女子選手の強化及び普及は、ＪＷＢＦとしての喫緊の重

要課題であり、地域における女子選手の練習環境の充実や国内大会での活躍の場の拡大等を図るた

め、地域のクラブチームへの選手登録及び国内大会における出場方法等について、下記のとおり決

定いたしました。 

 

１） 登録について 

女子選手については、女子チームに登録することを原則とし、所属ブロック内でのクラブチーム（現男

子チーム）に登録することができます。したがって、今後のクラブチーム（女子チーム以外）は、男女混

合のクラブチームとなります。 

 

２） 国内大会への参加について 

ＪＷＢＦが主催する日本選手権大会の他、国内主要大会及び各地域で開催されるあらゆる大会におい

て女子選手は出場することができます。ただし、国内における国際大会については、男女別の出場と

なります。 

 

３） 女子選手の持ち点の優遇措置について 

女子選手が大会に出場する場合には、コート上に１人いるときは、５人の持ち点の合計１４点（上限）に

１.５を加算し、コート上に２人いるときは３.０を加算します。ただし、コート上の女子選手の出場は、同時

に２人までです。 
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■今大会のみどころ 

第４５回記念大会は、9 連覇に挑む宮城 MAX が優勝候補筆頭に挙げられる。千葉ホークス、NO 

EXCUSE、埼玉ライオンズなど昨年の上位も有力チームだ。しかし、大会に新たな流れを生み出しそう

な大きな変化も 2 つある。ひとつは、1 月に男子 U23 世界選手権（カナダ・トロント）の出場権を獲得し

た古澤拓也（関東／パラ神奈川 SC／3.0）や鳥海など若い世代の選手たち。東京 2020 パラリンピック

を目標に急成長を続けるこの世代が活躍を見せれば、日本選手権の勢力図は大きく塗り変わる可能

性がある。もうひとつは、男女混成チームが出場可能となり、女子選手は同時に最大 2人までプレーで

きるようになったこと。通常、コート上の 5人の持ち点合計は 14.0点以下で構成されるが、コート上の女

子選手 1人につき 1.5点加算し、2人の場合は 3.0点加算する。これにより、5人の持ち点合計が最大

17.0 点までになり、5 人の組み合わせの幅がこれまでより大きく広がることになった。女子選手の効果

的な起用が勝敗を分ける試合もあるだろう。この 2つのポイントに注目して大会を観戦してみてほしい。 

※所属チーム、持ち点、年齢は、前回大会開催時の情報です。 

 

■大会公式サイト 

https://www.jwbf.gr.jp/game/championship_man/45th/ 

 

 

____________________________________________________________________________________ 

本件に関する問い合わせ先 

（一社）日本車椅子バスケットボール連盟   担当：宮本   Tel：03-6229-5434 


